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１．共同回収事業の目的と概要 

 

（１）事業の背景と目的 

公共スペースの自動販売機横リサイクルボックスに廃棄されたペットボトル等（以下「事業系ペッ
トボトル等」という。）については、回収拠点が多岐にわたり、オフィスビルを除けば、回収量や回

収タイミングも固定化しにくいことから、効率的な回収ルートの構築や回収費用の低減が課題とな

っている。具体的には、飲料メーカー各社のルートドライバー（以下「ドライバー」という。）が商
品補充時に事業系ペットボトル等を回収することが多いが、駅構内や商業地区にあるリサイクルボ

ックスは満杯になることが多く、商品補充時以外に回収のみの車両を手配することが有り、ドライバ

ーの作業負担の増加だけでなく、結果的にＣＯ２の排出増加にもつながっている。また、産業廃棄物
として回収される事業系ペットボトル等は、区市町村が一般廃棄物として回収しているものより、飲

み残し等のリサイクル不適物の混入が多く、回収物の品質が落ちることから、資源としてリサイクル

される割合は相対的に低いという課題がある。 

したがって、本事業では、回収の効率化及び品質の向上を図ることを目的として、フィールドにお
いて、事業系ペットボトル等の共同回収を実施するとともに、リサイクルボックス（以下「ボックス」

という。）のデザイン変更等による効果を検証した。 

 
（２）概要 

 

本事業は、小田急電鉄株式会社（以下「小田急電鉄」という。）が、飲料メーカー6社の協力を得
て、小田急線東北沢駅、下北沢駅、世田谷代田駅の各駅構内にある自動販売機および下北沢エリアの

路面にある自動販売機の横に設置されているボックス（合計 91箇所）を対象に共同回収を実施した。

本事業では、飲料メーカー6 社（株式会社伊藤園、ダイドードリンコ株式会社、コカ・コーラ ボト
ラーズジャパン株式会社、キリンビバレッジ株式会社、ポッカサッポロフード&ビバレッジ株式会社

及びサントリービバレッジソリューション株式会社）が管理するボックスについて、ＩＴを活用して

効率的に共同回収し、適切な分別回収を通じてリサイクル実現可能性の検証を行った。これに関連し、

上記 3 駅のボックスのデザインを変更し、その前後で事業系ペットボトル等の分別率に差があるか
を確認するため、組成調査を実施した。 

本事業では、小田急電鉄が 2021年 9月から新たに開始したウェイストマネジメント事業の収集・

排出サポートシステム（以下「ＷＯＯＭＳ」という。）に搭載された「通報」記録機能を応用し、共
同回収を実施することで回収の効率化を図った。 

また、リサイクルボックスのデザイン変更に際し、交通広告を活用した分別意識の向上を図る啓発

活動も実施した。 
上記結果をもとに、共同回収の効果および事業化に向けたコスト検証ならびに事業系ペットボト

ル等の分別率向上にむけた施策について考察をまとめた。 

なお、本事業の実施においては、飲料メーカー各社、廃棄物収集会社の有限会社長田サービス（以

下「長田サービス」という。）、中間処分場を運営する株式会社アドベル（以下「アドベル」という。）、
駅構内の回収を実施した株式会社小田急ビルサービス（以下「小田急ビルサービス」という。）、啓

発活動を実施した学校法人多摩美術大学（東京都世田谷区。以下「多摩美術大学」という。）と、多

くの会社・団体にご協力いただいた。本事業の実施体制・協力体制は下記のとおりである。 
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２．共同回収事業報告 事業系ペットボトル等の共同回収 

 

（１）共同回収準備 
①「ＷＯＯＭＳ」の概要 

通常、各飲料メーカーは自社の自動販売機への商品補充の際に、その横にあるボックスから事業系

ペットボトル等を回収しているところ、本事業は、小田急電鉄が米国ルビコン・テクノロジー社とラ
イセンス契約を締結し、同社が有するテクノロジーを日本の環境向けに応用したシステムである「Ｗ

ＯＯＭＳ」を利用し、共同で回収することで事業系ペットボトル等の回収の効率化を図るものである。 

具体的には、今回本事業に協力いただいた各飲料メーカーのドライバーが、自社商品の補充時に

その横の他社のボックスも確認し、翌朝の共同回収時に満杯が想定される場合、システムを搭載した
タブレットにてその箇所を記録するため「通報」ボタンを押す。翌早朝に今般共同回収を委託した長

田サービスが、タブレットを閲覧しながら、そこに記録されているボックスのみを回収に回ることで、

効率的な事業系ペットボトル等の共同回収を実施した。なお、 満杯箇所のみの共同回収ルート生成
は、小田急電鉄がシステムを搭載した管理パソコンにて実施した。 
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（ＷＯＯＭＳのシステムイメージ） 
 

 
 

（ＷＯＯＭＳの機能一覧） 
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② 収集・排出サポートシステムへのリサイクルボックス位置登録 
「通報」記録のあった各飲料メーカーのボックス内に投入されている事業系ペットボトル等を長田

サービスがタブレットを閲覧しながら共同回収するため、システムにボックスの正確な位置を登録

することがとても重要であった。各飲料メーカーには、東北沢駅、下北沢駅、世田谷代田駅からおよ

そ 1ｋｍの範囲にあるボックスをリストアップしてもらい、その各箇所を小田急電鉄が現地調査し、
その位置を正確にシステムに登録した。また、現地調査の際に、学校や店舗の屋内にあるボックスは

営業開始時間に達しないと回収が難しいこと等が判明し、これらは今般の共同回収の回収対象から

除外した。結果、当初各飲料メーカーから 113 箇所のボックスのリスト提供があったが、91 箇所が
共同回収の対象となり、実施することとした。ボックスの位置をシステムに正確に登録できたことか

ら、長田サービスの共同回収においては、特段取り漏れ等の事態は発生することなく、円滑な共同回

収が果たされた。 
 

 

（リサイクルボックス箇所分布図） 
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（リサイクルボックス一覧） 
 

 
 

 

③ 飲料メーカールートドライバーおよび長田サービスドライバーへの操作説明 
各飲料メーカーおよび長田サービスのドライバーへのシステム操作説明を各社に訪問する形で実

施した。共同回収事業の概要説明にはじまり、システム操作説明書を基にタブレットを持参し操作練

習を実施した。また、共同回収の当日に取り漏れ等のクレームが発生した際やシステム不具合が発生した
際等の連絡体制、対応方についても資料を基に説明した。 

 

（システム操作説明書の一例） 
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（２）共同回収実施内容  
① 共同回収実施概要 

東北沢駅、下北沢駅、世田谷代田駅の各駅構内のボックスおよび各駅からおよそ 1ｋｍの範囲内に

ある路面のボックスにて、2022 年 10 月 29 日（土）から 11月 5 日（土）の間、2022 年 12 月 10日

（土）から 12月 17日（土）の間の 2期間にわたって事業系ペットボトル等の共同回収を実施した。
また、2023年 1月 28日（土）から 2月 4日（土）の間にて、サントリービバレッジソリューション

株式会社（以下「サントリー」という。）の特定の１ルート全てのボックス箇所を対象として、長田

サービスによる事業系ペットボトル等の回収を実施した。いずれの期間もその 1 週間前からタブレ
ットを各飲料メーカーの配送車に搭載し、営業所を出発時にシステムログイン、帰着時にシステムロ

グアウトを実施してもらうことで、通常商品配送時の走行データを収集した。 

共同回収実施の目的は、ＩＴを活用した事業系ペットボトル等の共同回収が実際に実現可能かど
うかの検証が一つ、もう一つは事業系ペットボトル等の共同回収を実施することで、飲料メーカーの

商品配送・空容器回収業務の効率性が図られるかどうかの検証である。この効率性検証は、時間、距

離のデータをもとに実施し、本事業の一連のメニューの終了後には、飲料メーカーのドライバー等へ

のヒアリングも行い、そこから得た定性情報も参考とした。   
また、共同回収実施の期間には、取り漏れ等の防止のため、長田サービスの予備車や電動自転車に

て共同回収エリア内のパトロールも実施した。 

さらに、今般の各駅構内ボックスからの事業系ペットボトル等回収は、通常小田急線駅構内の清掃
業務を担っている小田急ビルサービスがボックスから事業系ペットボトル等を回収し、東北沢駅、下

北沢駅および世田谷代田駅の構内にあるごみ置き場まで運搬し、そのごみ置き場に置かれた事業系

ペットボトル等を長田サービスが共同回収した。 
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（共同回収実施一覧） 

 

実施日 目的 実施内容 備考 

10/29(土)～

11/5 日(土) 

・ＩＴを活用した共同回収実施の

実現性検証 

・共同回収実施前後の効率性比較

のためのデータ把握 

・10/22(土)～10/28(金)は、シス

テムログイン、システムログアウ

ト操作により、通常配送時のデー

タ把握 

・10/29日(土)～11/4日(金)は、

各飲料メーカードライバーが商品

補充時に満杯ボックス箇所を通報

し、その通報箇所のみを翌朝早朝

に長田サービスが回収実施 

・取り漏れ防止のため電動自転車

にてパトロール実施 

・苦情対応のため待機車両準備 

・駅構内は駅清掃業務を担う小田

急ビルサービスが回収し、駅ごみ

置き場まで搬送 

12/10(土)～

12/17(土) 

・ＩＴを活用した共同回収実施の

実現性検証 

・共同回収実施前後の効率性比較

のためのデータ把握 

・12/3 日(土)～12/9日(金)は、

システムログイン、システムログ

アウト操作により、通常配送時の

データ把握 

・12/10日(土)～12/16日(金)

は、各飲料メーカードライバーが

商品補充時に満杯ボックス箇所を

通報し、その通報箇所のみを翌朝

早朝に長田サービスが回収実施 

・取り漏れ防止のため長田サービ

ス予備車にてパトロール実施 

・駅構内は駅清掃業務の担う小田

急ビルサービスが回収し、駅ごみ

置き場まで搬送 

1/28(土)～ 

2/4(土) 

・サントリーの特定の配送 1ルー

ト全てのボックス箇所を対象に

し、1 ルート全体において空容器

を回収しない場合の効率性把握 

・1/21(土)～1/27(金)は、システ

ムログイン、システムログアウト

操作により、通常時のデータ把握 

・1/28(土)～2/3(金)は、サント

リードライバーが商品補充時に満

杯ボックス箇所を通報し、その通

報箇所のみを翌朝早朝に長田サー

ビスが回収実施 

・対象ボックスは 38箇所 

・駅構内のボックスはなし 
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（事業ペットボトル等のボックス満杯箇所のみを効率的に回収していく仕組み） 

 

 

 

（事業系ペットボトル等のボックス満杯箇所のシステム上での通報記録例） 

※オレンジ丸印が満杯箇所、青矢印は走行軌 
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② 共同回収１回目 
・実施期間 

10月 29日（土）～11月 5日（土） 

・実施結果 

   共同回収の 1回目を 10月 29 日（土）～11月 5 日（土）にて実施した。共同回収においては、株
式会社伊藤園（以下「伊藤園」という。）、キリンビバレッジ株式会社（以下「キリン」という。）、

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社（以下「コーラ」という。）、サントリー、ダイドード

リンコ株式会社（以下「ダイドー」という。）、ポッカサッポロフード&ビバレッジ株式会社（以下
「ポッカ」という。）の 6社の協力を得て実施した。また、事業系ペットボトル等の共同回収はいず

れの日も長田サービスに委託し実施した。各飲料メーカーは、共同回収期間の前週に営業所を出発時

にシステムログインし、帰着時にシステムログアウトを実施、通常の商品配送・空容器回収時のデー
タの取得を図った。共同回収期間においては、各飲料メーカーの商品補充時にその横のボックスを確

認し満杯になりそうな状況にあればシステムにて「通報」を記録することを実施した。そして、その

「通報」箇所のみのルートを小田急電鉄が長田サービス専用のタブレットに反映させ、その翌朝、長

田サービスドライバーは、タブレットを閲覧しながら「通報」箇所のみが記されたボックスのみを回
り事業系ペットボトル等を回収した。なお、今般、東北沢駅、下北沢駅及び世田谷代田駅構内のボッ

クスからの事業系ペットボトル等の回収においては、通常小田急線の駅清掃を担っている小田急ビ

ルサービスが回収し各駅のごみ置き場まで運搬し、そのごみ置き場から長田サービスが回収する体
制を取った。 

また、取り漏れや苦情対応等の不測の事態に鑑み、「通報」以外の箇所の状況を確認するため電動

自転車でのパトロールを実施し、また長田サービスの予備車両を待機させる等、苦情を受けた際には
すぐに駆けつけることが可能な体制を取った。結果、特段取り漏れや苦情等はなく、システムを利用

した共同回収は円滑に完遂させることができ、ＩＴを活用した共同回収の実現性の検証を果たすこ

とができた。 
1 回目の共同回収における関連データは下記のとおりである。通報箇所数、下北沢エリア走行時間

は、システムのデータから取得し、回収量は今般の事業系ペットボトル等の搬送先である中間処理場

を運営するアドベルから受領した。なお今般の共同回収では、各飲料メーカードライバーの安全性も

考慮し、営業所を出発時にシステムログインし、帰着時にシステムログアウトを実施してもらったこ
とから、共同回収エリアのみの走行距離だけシステムから算出することは難しかったため、今般の共

同回収で最もボックス箇所数の多いコーラから１ルート全体の走行距離データを受領し、これを距

離データとして参照することとした。                                   
共同回収実施前後において、飲料メーカー各社ドライバーの全体走行時間は 1 日あたり平均 2 時

間 12 分の効率化が図られている。一方で長田サービスは共同回収に 1 日あたり平均 3 時間 33分要

しており、今般のエリア全体で考えると、1日あたり平均 1時間 21分走行時間が増えたこととなる。
しかしながら、飲料メーカードライバーにだけ焦点を当てると、走行時間は大きく効率化が図られて

いる。この要因は、東北沢駅、下北沢駅および世田谷代田駅構内ボックスからの事業系ペットボトル

等の回収が必要なくなったことが大きいと理解できる。駅構内の配送・回収には、鉄道運行に支障が

ないよう、鉄道利用者に十分な配慮をするよう、必要以上に丁寧な作業が求められることから、回収
がない分通常時より大きく作業時間は減少することになる。 

一方距離については、コーラの走行距離を参考としたが、効率化された有意な差を導くことはでき

なかった。東北沢駅、下北沢駅および世田谷代田駅からおよそ 1ｋｍの範囲にあるボックスを対象に
し、狭いエリアでの実施であったため、事業系ペットボトル等だけ回収に行くボックスがなくなった

ものの、さほど距離に与える影響は表れなかったと理解できる。 

今般の共同回収では、飲料メーカードライバーの駅構内の回収における業務負担の軽減、また時間
に余裕が生まれることからの安全運転レベル向上などドライバーの働き方向上に寄与することがで

きたほか、企業の生産性向上という視点からは、時間の効率化により生まれた余力を自動販売機訪問
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箇所数の増加に活かす算段も付く。また、今般の共同回収エリアの広さおよび商業密集度に比して、
事業系ペットボトル等の回収拠点数が少なかったとの分析もでき、例えば同エリア内の飲食店から

排出されるペットボトルも同時に回収する等拠点数を増やすことで、エリア全体での事業系ペット

ボトル等の回収が効率化された可能性はある。 

 

（1回目長田サービス共同回収データ） 

1 日当たり平均回収 

ボックス箇所数 

（全体 91 箇所） 
1 日当たり平均回収量 1 日当たり平均回収時間 

35 箇所 171 キロ 3 時間 33分 

 

（1回目各飲料メーカー共同回収期間時間データ） 

会社名 

10/22-10/28 

下北沢エリア 

平均走行時間 

10/29-11/4 

下北沢エリア 

平均走行時間 

時間差 平均通報箇所数 

伊藤園 2 時間 20分 1 時間 46分 △34 分 5 箇所 

キリン 3 時間 20分 2 時間 35分 △45 分 4 箇所 

コーラ 3 時間 52分 3 時間 10分 △42 分 14 箇所 

サントリー 58 分 43 分 △15 分 3 箇所 

ダイドー 1 時間 27分 1 時間 24分 △3 分 7 箇所 

ポッカ 28 分 35 分 ＋7 分 2 箇所 

合計 △2 時間 12分 － 

 

 



「廃棄物収集支援システムを活用した事業系ペットボトル等の共同回収事業報告書」 

 

 13       

 

（1回目コーラ共同回収期間距離データ） 

10/22-10/28 

平均走行距離 

（1 ルート全体） 

10/29-11/4 

平均走行距離 

（1 ルート全体） 

差 

24 キロ 26 キロ ＋2 キロ 

 

（共同回収コース軌跡）  
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（共同回収の様子） 

  

 

 

③ 共同回収 2回目 
・実施期間 

12月 10日（土）～12月 17日（土） 

・実施結果 
共同回収の 2回目を 12月 10日（土）～12月 17日（土）に実施した。1回目同様各飲料メーカー

は、共同回収期間の前週に営業所を出発時にシステムログインし、帰着時にシステムログアウトを実

施、通常時の商品配送・回収時のデータ取得を図った。共同回収の手法等も 1 回目と同様に実施し
た。取り漏れ等の不測の事態も特段なく、1回目同様システムを利用した共同回収を完遂させること

ができた。 

2 回目の共同回収における関連データは下記である。データ算出方についても 1回目同様である。 
共同回収実施前後における時間、距離の比較の傾向は、1回目同様に飲料メーカー各社ドライバーの

全体走行時間は大きく効率化が図られている一方で、長田サービス共同回収の時間を加味したエリ

ア全体での走行時間は増えることとなった。また、距離については有意な差を見出すことはできなか

った。 
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（2回目長田サービス共同回収データ） 

1 日当たり平均回収 

ボックス箇所数 

（全体 91 箇所） 
1 日当たり平均回収量 1 日当たり平均回収時間 

33 箇所 154 キロ 3 時間 51分 

 

（2回目各飲料メーカー共同回収期間時間データ） 

会社名 

12/3-12/9 

下北沢エリア 

平均走行時間 

12/10-12/16 

下北沢エリア 

平均走行時間 

時間差 平均通報箇所数 

伊藤園 2 時間 26分 2 時間 28分 ＋2 分 4 箇所 

キリン 2 時間 26分 1 時間 28分 △58 分 4 箇所 

コーラ 3 時間 00分 2 時間 26分 △34 分 11 箇所 

サントリー 45 分 47 分 ＋2 分 4 箇所 

ダイドー 1 時間 29分 1 時間 22分 △7 分 8 箇所 

ポッカ 36 分 39 分 ＋3 分 2 箇所 

合計 △1 時間 32分 － 
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（2回目コーラ共同回収期間距離データ） 

12/3-12/9 

平均走行距離 

（1 ルート全体） 

12/10-12/16 

平均走行距離 

（1 ルート全体） 

差 

25 キロ 25 キロ 0 キロ 

 

④ サントリーの特定配送 1ルート回収（3回目） 
・実施期間 

1月 28日（土）～2月 4日（土） 

・実施結果 
    1月 28日（土）～2月 4日（土）にて、サントリーの特定の配送 1ルートにある全てのボックス箇

所を対象に、1回目、2回目の共同回収と同じ手法にて実施した。その対象箇所数は、38箇所に及ん

だ。サントリーのドライバーがボックスを確認し、満杯の状態にあれば、システムにて「通報」をし、

その「通報」箇所のみのルートを、翌朝早朝に長田サービスが回収を実施した。今回も共同回収期間
の前週に営業所を出発時にシステムログインし、帰着時にシステムログアウトを実施、通常時の商品

配送・空容器回収時のデータの取得を図った。 

   1回目、2回目は、東北沢駅、下北沢駅および世田谷代田駅の各駅からおよそ 1ｋｍの範囲にある
ボックスを対象としたが、今回はある特定の 1 ルート全てのボックスを対象とし実施した場合のデ

ータ検証を目的とした。 

   3回目の 1ルート回収における関連データは下記のとおりである。データ算出方についても1回目、
2回目同様であるが、走行距離については、サントリーから受領したデータを参考にした。 

時間は平均 8分、距離は平均 2キロ効率化される結果となった。時間に関しては、サントリードラ

イバーに確認したところ、長田サービス回収期間は通常より 15分ほど余力時間が増えたとのことで
あった。これを加味すると時間は実際には 20分ほど短縮されていると理解できる。今回のルートに

は駅構内のボックスはなかったものの、事業系ペットボトル等を回収のみ向かうボックス箇所がな

くなったことから、1ルート全体で時間および距離双方で効率化が図られる結果となった。 

 

（3回目長田サービス回収データ） 

1 日当たり平均回収 

ボックス箇所数 

（全体 38 箇所） 
1 日当たり平均回収量 1 日当たり平均回収時間 

13 箇所 50 キロ 1 時間 25分 
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（3回目サントリー特定配送 1ルート回収期間時間データ） 

会社名 
1/21-1/27 

平均走行時間 

1/28-2/3 

平均走行時間 
時間差 平均通報箇所数 

サントリー 7 時間 2分 6 時間 54分 △8 分 13 箇所 

 

（3回目サントリー特定配送 1ルート回収期間距離データ） 

1/21-1/27 

平均走行距離 

（1 ルート全体） 

1/28-2/3 

平均走行距離 

（1 ルート全体） 

差 

40 キロ 38 キロ △2 キロ 

 

 
⑤ 振り返りを目的とした飲料メーカーからのヒアリング 

本事業の一連のメニュー終了後に振り返りを目的として、飲料メーカーのドライバー等にヒアリ

ングを実施した。主な意見等については、下記のとおりである。なお、共同回収の事業性についての
意見も出たが、これについては、「４．考察」のパートにて後述する。 

 

 （配送作業） 

・空容器を回収しない分、時間に余裕ができ、いつも以上に安全な運転が果たせた。 
  ・時間等が効率化され、生産性があがった。例えば、その分配送箇所を増やすこと等も可能。 

  ・共同回収事業に特段の問題の発生はなく、システム操作、長田サービスの回収と、上手く実施で

きた。 
  ・駅構内の空容器回収がない分、通常駅構内を 2往復するところ、1往復で済んだ。作業時間の短

縮に繋がった。 

  ・駅構内の配送・回収は、鉄道運行や鉄道利用者に支障がないよう配慮が必要で、とても時間が掛
かる作業。荷台に高く積むことも制限されている。 

  ・夏は補充数、回収数も多く、作業に余裕がない。空容器回収のみの別車を仕立てることもある。

仮に空容器の回収がなくなるのであれば、生産性は高まる。 
  ・駅構内の自動販売機横ボックス内の空容器回収を外注しているケースも実際にある。 

   

 （システム） 

   ・タブレットの操作性は良い。簡単。 
   ・タブレットの充電がすぐになくなってしまった。手持ちのモバイルバッテリーで対応する日も

あった。 

   ・タブレットにて「通報」記録をする際、何タップか作業が必要なので、1タップで「通報」が済
むと良い。 

   ・タブレット操作がもう少し直感的であれば良い。 
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     （その他） 
   ・下北沢エリアは、平日より土日はボックス内の廃棄物量は多く、かつ異物や飲み残し等の量も増

える。 

   ・下北沢エリアは、他のエリアに比べて異物等も多く、廃棄物の質は悪い。やはり飲食店も多いこ

とから、異物購入率も高くなるのだと思う。 
   ・春・夏の空容器回収の頻度は、秋・冬の 2倍程度になる。 

   ・下北沢エリアは、タピオカやファストフード等のごみがボックスに良く混入している。 

   ・夏は喉が渇くためか、飲み残しはあまりない、冬の方が飲み残し率は高いと感じる。 
   ・駅に資源回収するスペースなどがあると良い。 

   ・ペットボトルリサイクルは、いかにきれいに分別して廃棄してもらうかが大切。 

 
 

３．共同回収事業報告 啓発活動・組成調査・アンケート 

 

 （１）啓発活動 
① 概要 

ボックスへの異物混入防止に向けた取り組みとして、小田急電鉄と連携協力協定を締結する多摩

美術大学が進める共創プロジェクト ＴＵＢ"すてるデザイン"と共創した。統合デザイン学科永井一

史教授の指導のもと「デザインによって、"捨てる"といったひとの行動変容を促す」ことを目的に、
学生が発案したデザインにてラッピングされたボックスを東北沢駅、下北沢駅、世田谷代田駅に設置

するなど、分別を促進しペットボトルの「水平リサイクル」実現を目指す啓発活動を実施した。 

 
② 共創プロジェクト ＴＵＢ"すてるデザイン"について 

多摩美術大学では、デザインの力を通じて廃棄物の発生抑制や捨て方自体を根本から変えること

を目指して、民間企業とともに共創プロジェクト「すてるデザイン」に取り組んでおり、デザインに
よる人々の行動変容の可能性について知見を有している。 

本活動では、「統合デザイン学科 永井プロジェクト」で学ぶ約 30 名の学生に対してオリエンテ

ーションを実施し「ペットボトルはリサイクルボックスへ」「飲み残しはしない」「ごみは入れな
い」という行動変容を促すようなリサイクルボックス（ラッピング）、駅貼りポスター、電車内中吊

り、ステッカーのデザインを依頼した。 

デザイン決定の過程で各学生から考案したデザインを発表頂く選考会を実施しており、「空間に

溶け込みつつ、覚えてもらう」「直感で認識させる」などの「機能するデザイン」という観点から 3
名のデザインに絞り込んだ。最終的には担当教授・講師監修のもとデザインをブラッシュアップし

実装に至っている。 
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（参考：多摩美術大学「すてるデザインプロジェクト」ビジョン） 

 

 

③ 作成したプロダクトとデザインのねらい 

   (1)リサイクルボックス 
   ・「溶け込みつつ、覚えてもらう。」 

     ナチュラルなグリーンを全面に用いることで、置かれている空間に馴染みやすくしつつも、

リサイクルボックスとしてのキャッチ力を高めるデザインにした。 
   ・「直感で認識させる。」 

     隠されたボックスの中がどのような状態になっているのか。透けたペットボトルの写真を見

せることで利用者に綺麗な容器を入れるボックスだと直感的に認識させる試みをした。 
   ・「ゴミ箱とは違うもの。」 

     従来の白色のボックスから、全面緑色のボックスに変化させることで、ゴミ箱とは違ったも

のであると利用者の認識の変容を促した。 

 
(2)ポスター、中吊り 

   ・「リサイクルの意識を高める。」 

     リサイクルボックスによって、ペットボトルが循環していることへの理解と、リサイクルに
対する意識を利用者に持ってもらうことをポスターで試みた。 

 

(3)ステッカー 
   ・「一般的で伝わりやすいマーク。」 

     一から考えるのではなく、ペットボトルなどに付いているマークを参考にすることで、一般

的な伝わりやすさを意識した。ペットボトルの形態も、どのメーカーにもよらないデザイン
にした。 
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④ プロダクトの実装について 
   デザインされたプロダクトについては、下記の期間と場所に設置した。 

(1)車内吊り広告 

・期間：2022年 11月 14日（月）～2022年 12月 1日（木） 

 
(2)駅貼りポスター 

・期間：2022年 11月 14日（月）～現在まで 

・場所：各駅 5箇所程度 
❶ 東北沢駅 

・コンコース：ホーム掲示板 

・東口自販機脇：キャスターボード 
・ホーム自販機脇：壁  

❷ 下北沢駅 

・東口自販機：裏面ガラス 

・上り緩行線：ホーム掲示板 
・緩行線自販機脇：壁 

・急行線自販機脇：壁 

❸ 世田谷代田駅 
・下りホーム小田原方：ホーム掲示板 4枚 

・ホーム自販機前：柱を挟む形で 2枚 

 
(3)リサイクルボックス 

    ・施工：2022年 11月 13日（日）  

下北沢駅：10:00～15:00施工 
    東北沢駅・世田谷代田駅：16:00～21:00施工 

・期間：2022年 11月 14日（月）～ 現在まで 

❶ 東北沢駅 

・西口改札口（ラッチ内）：1箇所 
・西口改札口（ラッチ外）：1箇所 

・ホーム：１箇所 

❷ 下北沢駅 
・東口改札口：2箇所 

・中央改札口：1箇所 

・緩行線ホーム：1箇所 
・急行線ホーム：2箇所 

❸ 世田谷代田 

・西口改札口（ラッチ外）：1箇所 

・ホーム：1箇所 
  

(4)ステッカー 

・期間：2022年 11月 16日（水）～ 現在まで 
・設置場所：東北沢駅、下北沢駅および世田谷代田駅からおよそ 1ｋｍの範囲にあるリサイク

ルボックス、約 100箇所 

・内容：下北沢駅ラッチ外（街中）のリサイクルボックスへのステッカー貼り付け作業に 
ついては、デザイン参加の学生 3名と合同作業を実施した。 

      ※上記以外の箇所については小田急電鉄が貼付け作業を実施 
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⑤ 学生の感想 

デザインからプロダクトの実装までを経験した学生からは下記のような感想を頂いた。 

「環境というイメージからデザインには緑色を使用しましたが、この緑色にこだわりました。3

人で何度も話し合いを重ね、この色に決めました。今回のように、学生時代に社会貢献に関わる活
動ができ、やりがいを感じましたし、とても良い経験にもなりました。社会人になった時に、この

経験を活かしていきたいと思います。」 

 

 
（リサイクルボックス） 

 

 
 

（駅ポスター） 
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（車内ポスター） 
 

 
 

 

（２）組成調査 

 ① 実施内容・目的 

上記多摩美術大学による啓発活動に加え、一般社団法人全国清涼飲料連合会（以下「全清飲」と
いう。）が推奨するリサイクルボックスを今般の共同回収事業の範囲にあるサントリーの 5箇所の

自動販売機横に設置した。この全清飲が推奨するボックスは、投入口の角度、口径、高さなどから

投入しづらい形態となっている。 
多摩美術大学の駅構内および車内ポスター設置を含むリサイクルボックス展開および全清飲リサ

イクルボックス設置の効果を測定する目的で、多摩美術大学啓発活動および全清飲推奨ボックス設

置の前後にて組成調査を実施した。多摩美術大学啓発活動の調査対象箇所は、下北沢駅東口改札前

のボックス、全清飲推奨ボックスの調査対象箇所は、下北沢駅南西口付近にあるサントリーのボッ
クスとした。 

1回目の組成調査は、10月 30日（日）～11月 4日（金）の事業系ペットボトル等の回収分を 11

月 4日（金）に実施し、2回目の組成調査は、12月 11日（日）～12月 16日（金）の回収分を 12
月 16日（金）に実施した。いずれも小田急ビルサービスに委託し実施した。 
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（多摩美術大学啓発活動組成調査箇所） 

 
 

（全清飲推奨ボックス組成調査箇所） 
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（全清飲推奨ボックス） 
 

 
 

 

（組成調査内容一覧） 
 

分析項目 ①飲料ペットボトル（飲み残し有無） 
②飲料カン（飲み残し有無） 

③飲料ビン（飲み残し有無） 

④飲料ペットボトル、カン、ビン以外のゴミ 

⑤タバコ吸い殻等 

測定数量 ①個数 
②重量（ｋｇ） 

調査対象箇所 ①下北沢駅東口改札前ボックス 
②下北沢駅南西口付近ボックス（サントリー） 

組成調査場所 世田谷代田駅ごみ置き場 

組成調査日・調査期間 ①1回目 11/4(金) 10/30(日)-11/4(金) 

②2回目 12/16(金) 12/11(日)-12/16(金) 

調査会社 株式会社小田急ビルサービス 
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（組成調査実施画像） 
 

 
 
 

② 組成調査結果 

組成調査の結果、多摩美術大学啓発活動の実施前後の比較においては、飲み残し率は個数ベー
ス、重量ベースともに増える結果となったものの、異物混入率は個数ベース、重量ベースともに減

少する結果となった。また、全清飲推奨ボックスの設置前後の比較においては、飲み残し率および

異物混入率ともに個数ベース、重量ベースともに減少する結果となった。 

双方ともに一定の効果はあったものと理解できるが、特に空容器を投入しづらい形状の全清飲推
奨ボックスの方が効果が大きい結果となっている。 
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（組成調査結果） 
 

 1 回目 

(11/4) 

2 回目 

（12/16） 
差 

多摩美・飲み残し率（個数） 個 7 % 8 % +1 % 

多摩美・飲み残し率（重量） ｋｇ 24 % 31 % +7 % 

多摩美・異物混入率（個数） 個 24 % 21 % △3 % 

多摩美・異物混入率（重量） ｋｇ 26 % 21 % △5 % 

全清飲・飲み残し率（個数） 個 8 % 4 % △4 % 

全清飲・飲み残し率（重量） ｋｇ 26 % 12 % △14 % 

全清飲・異物混入率（個数） 個 27 % 21 % △6 % 

全清飲・異物混入率（重量） ｋｇ 27 % 24 % △3 % 

 

 

（３）アンケート 

  小田急線ユーザーにペットボトルリサイクルに関連したアンケートを実施した。実施には、

セルフ型アンケートツール「Ｆｒｅｅａｓｙ」を利用した。東京都、神奈川県在住の 5 千人から

小田急線ユーザーを 3 百人に絞り込み、この 3 百人にアンケートを実施した。小田急線ユーザ

ーのペットボトルリサイクル意識の現状把握に加え、今般の下北沢駅等で実施した多摩美術大

学による啓発活動の認知度把握を目的とした。 

まず、自動販売機横ボックスの設置に対する理解度を把握するため、Ｑ１で自動販売機横ボッ

クスがリサイクルのためのボックスであることを知っていたかを聞いたところ、約 82％の方が

「知っていた」との回答であり、Ｑ２でそのリサイクルボックスに異物が混入するとリサイクル

に支障があることを知っていたかを聞いたところ、約 80%の方が「知っていた」との回答であっ

た。これらから、自動販売機横ボックスの設置目的とその意義は概ね理解されていることが分か

る。 

次に、啓発効果について把握するため、Ｑ３で下北沢駅等のリサイクルボックスにペットボト

ルリサイクルを促す啓発ラッピングを実施したことの認知度を確認したところ、約 47%の方が

「知っていた」との回答であり、Ｑ４でラッピング画像の感想を聞いたところ、約 67%の方から

「積極的にリサイクルに協力しようと思う」との回答を得た。また、Ｑ５でリサイクルボックス

にペットボトルを廃棄する際に飲み残しに気を付けているかを聞いたところ、約 79%の方が「気

を付けている」とのことであった。これらから、小田急線車内広告でのポスター展開とも相俟っ

て、本事業の意識啓発の効果があったものと考えられる。 

更に、環境行動の実践状況を把握するため、Ｑ６でリサイクルペットボトルを使用した飲料商

品の購入意欲を確認したところ、「積極的に購入している」、「ときどき購入している」を合わ

せると 50%に達した。Ｑ７でペットボトル回収機の利用有無を確認したところ、約 55%の方が利

用したことが「ある」との回答であり、Ｑ８でその利用の理由について聞いたところ、一番多く

の回答数を得た選択肢は、「環境意識からペットボトルリサイクルに協力したいため」であった。
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環境を意識しているだけでなく、実際に行動につなげている方が多いことが分かる。行動につな

げるためのアイデアを募るため、Ｑ９で異物混入、飲み残しを防ぐことができるリサイクルボッ

クスはどのようなものかを聞いたところ、「リサイクルを訴求するデザイン性に優れた」ボック

ス、「大きく文字でリサイクルを訴求する」ボックス、「透明になっている」ボックスの選択肢

に多くの回答を得た。また、飲み残しを捨てられるようにする、洗浄機能を付ける等のアイデア

の回答も得た。 

最後に、Ｑ１０でペットボトルのラベル、キャップ、飲み残しの分別可能なリサイクルボック

スがあった際には協力できるかどうかを聞いたところ、約 88%の方が「協力できる」とのことで

あった。Ｑ１１でＱ１０の回答理由を自由に記載してもらったが、多くの方が環境に良いことを

したいという意識から「協力できる」と回答していたことが窺い知れた。 

アンケートを通じて小田急線ユーザーの環境意識の高さを認識でき、ペットボトルリサイク

ルへの協力姿勢を確認することができた。また、本啓発活動の認知度の高さも確認できた。下北

沢駅等の構内リサイクルボックスの全てにラッピングを施したこと、駅構内の各所にポスター

を展開したことで、下北沢駅等利用者への認知は想定できたものの、今回のアンケート対象者は

特に下北沢駅等利用者に限定せず、小田急線ユーザーという大きな枠組みとしていたことから、

上記でも述べたが車内広告ポスターの展開の効果も大きかったと理解している。なお参考資料

として、アンケートサイト結果画面も下記に添付した。 

 

 

（アンケート設問） 

 

【背景説明】 

政府は２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、カーボンニュートラルを目指す宣言
をしています。このような中、ＣＯ２排出量削減を目的に幅広い分野でリサイクルが進められています。ペ

ットボトルについても、使用済みペットボトルから元のペットボトルに戻し再度利用する取組みが広がって
きており、これによりペットボトル製造工程で排出されるＣＯ２の発生を抑えることができます。しかし、

このペットボトルリサイクルを効率的に進めるためには、消費者がきちんと分別して廃棄することが大切で

あることから、今般アンケートにより現状を把握し、今後の効率的なペットボトルリサイクルに繋げていき

たいと考えています。 

Ｑ１ 自動販売機横に設置されているボックスはごみ箱ではなく、ペットボトル、カン、ビンをリサイクル

するための回収ボックス（リサイクルボックス）だと知っていましたか？ 

   □知っていた □知らなかった 

 

Ｑ２ 自動販売機横に設置されているリサイクルボックスには、ペットボトル、カン、ビン以外のものが混

入するとリサイクルが難しくなることを知っていましたか？ 

   □知っていた □知らなかった 

Ｑ３ 小田急電鉄では、新宿駅等でペットボトルリサイクルを目的として、キャップ、ラベル、飲み残しが

分別可能なリサイクルステーションを設置する施策を進めてきました。今般小田急線の東北沢駅、下

北沢駅、世田谷代田駅構内の自動販売機横リサイクルボックスにペットボトルリサイクルを啓発する
ラッピングを施しているほか、これら駅構内に同内容のポスターを掲出しています。また小田急線車

内広告でも同内容のポスターを掲出しています。これら取り組みを知っていましたか？ 
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   □知っていた □知らなかった 

 

 
 

 

Ｑ４ 小田急線の東北沢駅、下北沢駅、世田谷代田駅構内の自動販売機横リサイクルボックスに、ペットボ

トルリサイクルを啓発するラッピングを施しています。どのように感じますか？ 

   □積極的にリサイクルに協力しようと思う 

   □少しだけリサイクルに協力しようと思う 

   □リサイクルに協力しようとは思わない 



「廃棄物収集支援システムを活用した事業系ペットボトル等の共同回収事業報告書」 

 

 29       

 

   □何も思わない 

 
 

 

Ｑ５ 使用済みペットボトルは一定の工程を経て再度ペットボトルへとリサイクル可能です。ただ、ペット
ボトルを捨てる際に飲み残しがある状態だと、リサイクルの妨げになります。普段自動販売機横のリ

サイクルボックスにペットボトルを投入する際、飲み残しには気を付けていますか？ 

   □気を付けている 

   □気を付けていない 

   □どちらでもない 

Ｑ６ リサイクルペットボトルを使用した飲料商品が近年販売されています。環境意識の観点からこれら商

品を購入していますか？ 

   □積極的に購入している 

   □ときどき購入している 

   □商品購入の際に環境意識はあまり持っていない 

   □商品購入の際に環境意識は全く持っていない 

   □環境意識は持っているが、購入の決め手にはならない 

Ｑ７ スーパー、コンビニエンスストア等の店頭にある購買ポイントが付与されるペットボトル回収機を利

用したことはありますか？ 

   □ある □ない 

Ｑ８ 「ある」と回答した方のみに質問です。なぜ利用しようと思ったのですか？（複数回答あり） 

   □購買ポイントが欲しいため 

   □環境意識からペットボトルリサイクルに協力したいため 
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   □ペットボトル回収機が自宅近くや通勤・通学等の移動途中にあるため 

   □自宅にペットボトルを溜めておきたくないため 

   □特に何も意識せず利用している 

Ｑ９ どのようなリサイクルボックスだと、ペットボトル、ビン、カン以外の異物、飲み残しを防げると感

じますか？（複数回答あり） 

   □リサイクルを訴求するデザイン性に優れたリサイクルボックス 

   □大きく文字でリサイクルを訴求するリサイクルボックス 

   □ボックスが透明になっているリサイクルボックス 

   □入口に蓋が付いており自身の手でその蓋を開け投入するタイプのリサイクルボックス 

   □投入口の角度、口径、高さなどから投入しづらいリサイクルボックス 

   □その他（上記選択以外にアイデアがあればお答えください） 

   （                                      ） 

   □どのタイプのリサイクルボックスでも防ぐことはできない 

Ｑ１０ ペットボトルのキャップ、ラベル、飲み残しの分別可能なリサイクルボックスが、駅構内や公園な

どにあった場合、あなたは協力することは可能ですか？ 

    □協力できる 

    □協力できない 

    □どちらもでもない 

 
Ｑ１１ 上記の回答について、なぜそう思うのですか？お答えください。 

（                                         ） 
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（アンケートサイト結果画面） 
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４．考察 
 

（１）事業系ペットボトル等の共同回収の事業性検証 

今般のシステムを活用した事業系ペットボトル等の共同回収は、円滑にかつ特段苦情等もなく完
遂できたことから、ＩＴを用いた共同回収の仕組みの技術的な実現性は高いと証明できた。一方で

飲料メーカー各社ドライバーの全体走行時間は大きく効率化されたものの、長田サービスの共同回

収時間を加味した、エリア全体での走行時間は増加する結果となり、走行距離についても長田サー

ビス分を加味したエリア全体考えると増加する結果となった。しかしながら、飲料メーカードライ
バーの配送・回収業務の一定の効率化に繋がること、またドライバーの負荷軽減にも繋がることは

証明できた。3回目のサントリーの特定の配送 1ルートにおける事業系ペットボトル等の回収で

は、1ルート全体での走行距離は 1.5キロ減、作業時間も 20分減となった。長田サービスはサント
リーの 1ルートの回収を平均 1時間 25分で回収していることから、1日の作業時間に鑑みると、あ

と 4コース分追加し、計 5コース分の事業系ペットボトル等の回収を 1台の収集車で対応可能であ

る。仮にこの 5コース分で回収を実施した場合は、単純計算で距離は合計 7.5キロ減、時間は 1時
間 40分減の効率化が図られる。この効率化された余力は、飲料メーカーによっては配送箇所を増や

すことに充てることも可能であるし、ドライバーの安全運転の充実に繋げ、ドライバーの働き方を

向上させることも可能である。 
1回目、2回目の共同回収に要したコストは、長田サービス委託費は 1日あたり 6万円であった

が、今般の事業系ペットボトル等の運搬先である中間処理場のアドベルが平塚市に位置し、下北沢

エリアからかなり離れていること、かつ共同回収という初めての取り組みであるため余裕を持たせ

た収集車の稼働時間を想定したことから、この 1日の委託費にて今般の対象ボックス数 91箇所の 2
倍の 182箇所を対象にできるものと考える。このように想定すると、長田サービス 1日の委託費は

ボックス 1箇所あたり 330円となり、路面ボックス 1ヶ月あたり 1箇所に掛かるコストは、1ヶ月

30日分で計算すると、9,900円となる。また、今般の駅構内ボックスからの回収に要した小田急ビ
ルサービス委託費は、1日あたり約 1万 3千円であり、ボックス 1箇所あたり 1000円となる。駅構

内ボックスにおいては、長田サービス分を足した 1,330円が 1日あたり 1箇所に掛かるコストとな

り、1ヶ月あたり 1箇所に掛かるコストは、39,900円となる。 
複数の飲料メーカーに、1ヶ月でボックス 1箇所あたり数万円程度の支払余地をヒアリングした

ところ、この委託費では支払うことは難しいとする飲料メーカーもあれば、既に駅構内のボックス
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からの回収を委託している飲料メーカーもあり、十分可能な委託費レベルと判断される会社もあっ
た。特に駅構内のボックスであれば、自動販売機の売上も非常に高く、自動販売機 1台あたりの収

支を考えた時にボックス回収委託費の支払余地は十分あると考えられ、かつ鉄道運行や駅利用者に

十分な配慮を要することからも回収を委託に回したいと考える飲料メーカーは存在すると考える。 

 
（２）今後の展開可能性 

今般の 1回目、2回目の共同回収においては、特に駅構内ボックスが対象箇所に含まれている飲料

メーカーの作業時間は大きく効率化が図られている。飲料メーカードライバーへのヒアリングから
も駅構内からの回収がないことが、作業時間の減少に繋がっていることは確認できている。また上記

のように回収委託費を高いと判断される飲料メーカーもあり、共同回収を事業として成り立たせる

には、委託費コストの低減が必須でもある。小田急電鉄として事業系ペットボトル等の共同回収事業
の展開可能性を検討した際に、実現可能性としては鉄道利用による共同回収事業が高いと考える。今

後の展開可能性について下記のように展開フェーズを 2 段階に分け検討した。フェーズ 1 では、鉄

道利用による共同回収事業について、フェーズ 2 ではそこから更に発展させた資源の共同回収の方

策について触れた。 
 

[フェーズ 1] 

   本事業に鑑み、飲料メーカーの作業負担軽減に効果のあった小田急線駅構内自販機に付随するリ
サイクルボックスの共同回収について、継続可能性のあるスキームで実現を図ることとしたい。ま

た、実現化に向けては、本事業での協力関係も活かせる東京都内（多摩川以東）の駅構内より開始し、

順次対象となるエリアを拡大することで、着実な履行を目指すものとする。 
まず、フェーズ 1 において想定する事業パートナーであるが、構内回収事業者は、本事業でも協

力を仰いだグループ会社を想定する。また、中間処理事業者についても同様だが、立地が神奈川県

西部に位置するため、都内からの搬入にはコストと時間を要することから、近距離の中間処理事業
者を探すことが課題である。一方、運搬事業者については、本事業のコストでは継続性に課題があ

ることから、代替手段を含めて検討を重ねていきたい。 

次に、フェーズ 1 における継続可能性のあるコストを試算した。構内回収では、小田急電鉄が飲

料メーカーより受け取っている自販機営業料の一部見直しおよび飲料メーカーとの回収コスト折半
により、リサイクルボックス1台当たり月額1万円程度の捻出が可能となる見込みである。これは、

本事業のコストより低額であるが、対象台数が増えることによる「規模の経済」の効果で吸収に努め

る。マニフェストついては、排出事業者を飲料メーカーとし、台数按分での運用を想定する。 
市中のビン、カン、ペットボトルのリサイクル（資源化）に貢献している飲料メーカードライバー

の労働力確保に課題がある中、駅構内の共同回収は業務負担の軽減に一定の効果があるため、労働力

確保の支援にもつながり、間接的にリサイクルインフラの維持に貢献できることから、自販機ビジネ
スのパートナーとして当社が取り組む社会的意義もある。 

   

 

  [フェーズ 2] 
   今般の共同回収については、排出箇所（事業者）を飲料メーカーが駅構内・街中に設置した自販

機横リサイクルボックス、収集資源物をペットボトルに限定した取り組みであった。今後、資源物

の共同回収を発展的かつ効率的に進めるためには、①対象エリア内にて、共同回収を行いたい資源
（今回はペットボトル）を排出している事業者を募り、②同エリア内で当該資源を収集している事

業者を探索し、③両者を繋ぐことを可能とする仕組みが必要となる。 

具体的には、①については、廃棄物の分別を進めたいが分別後の資源が少量であり、収集事業者
が見つからない。②については、当該エリアの収集終了時点で積載に余裕があるものの、積載率を
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上げるためにさらに遠方エリアまで足を延ばしている。というような課題を排出事業者、収集事業
者ともに抱えている可能性がある。そこを繋ぐ③を実現するような仕組みの検討を進めたい。 

   検討を進める上で、解決するべき課題の一つとして廃棄物処理の契約とそれに紐づくマニフェス

ト票の処理が挙げられる。今般の実証についても、排出事業者 6社、収集事業者 1社、中間処理事

業者 1社の間で契約とマニフェスト票の処理を実施している。この手順を上記のような、「複数の
排出事業者と収集事業者を双方の状況に応じて繋ぐような仕組み」に適用するには、事前事後の準

備や処理に時間を要し効率的とは言いづらい状況である。そのため、実現に向けては、資源ゴミに

関しては有価物や専ら物と同等な扱いでの収集が認められるか、またマニフェストに代わるトレー
サビリティを確保する仕組みの適用を認めて頂くなど、引き続き行政担当者様と意見交換や協議を

進めていきたい。 

 
 

５．最後に  

 本事業において、ＩＴを活用した事業系ペットボトル等の共同回収の実現性、その効率性を実証する

ことができた。また今般のような啓発活動にペットボトル分別廃棄を促す一定の効果があることも実証
できた。さらに小田急線ユーザーへのアンケートでは、沿線住民の環境意識の高さを改めて窺い知るこ

ともできた。一方で本事業に取り組むことで、鉄道駅構内の自動販売機横リサイクルボックス回収が、

飲料メーカードライバーにとって大きな負担になっていることに気付くことができ、そこから今後当社
が事業系ペットボトル等の資源の共同回収を取り組む上での方向性を導くこともできた。当社が進める

ＷＯＯＭＳを主軸としたウェイストマネジメント事業においては、「Ｂｅｙｏｎｄ Ｗａｓｔｅ」をコ

ンセプトとし、「ごみのない世界」を目指していることから、今般のような資源の共同回収等を通じて
リサイクルに貢献していき、サーキュラーエコノミーの実現を果たしていきたいと考える。 

 

 
（小田急電鉄・「ウェイストマネジメント事業」） 

 


